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論文内容の要旨

〔目的〕

甲状腺癌は，組織型によって予後が非常に異なることがよく知られている。また，比較的新しく疾

患単位として認められた甲状腺髄様癌には，家族性のものがあり，散発性髄様癌とは予後などに差が

あることが明らかにされて来た。

このような各種の甲状腺癌細胞の正常細胞よりの偏侍の程度 悪性度 増殖状態などを理解するた

めに，顕微分光測光法を用いて核DNA量の測定とその分布の面から検討した。

〔方法ならびに成績〕

各種の甲状腺癌の手術材料のパラフィン切片より われわれの教室で開発された細胞分離法を用い

て，腫痩部および健常部から，遊離単細胞浮遊液を得，同一スライドグラスの近接せる位置にそれぞ

れ塗抹， Feulgen 染色を施し，ニコンビッカース M85顕微分光濃度計を用いて核DNA量を測定した。

(1) まず，正常甲状腺鴻胞上皮細胞が， リンパ球と同じく 2 倍体細胞であり，顕微分光測光法におけ

る規準として用い得ることを 8 例について確認した。

(2) ついで，甲状腺乳頭腺癌 8 例，減胞腺癌 4 例，未分化癌 3 例，髄様癌29例(家族性群 8 例，散発

性群21例)について，正常鴻胞上皮細胞を対照として，腫痩細胞核のDNA量を測定した。

(3) 甲状腺乳頭腺癌は，全例 2.0C にモード値があり，分散巾は1.6-3.6C の範囲にあり， 4. Û'C 以上

の核の出現率は 0-6.8% であった。

(4) 甲状腺鴻胞腺癌では， 4 例中 3 例はモード値が 2.0C にあり，残りの一例は 2.2C であった。分

散巾は 2.2-2.6C で 4.0C以上の核の出現率は 0-3.3%であった。
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(5) 甲状腺未分化癌 3 例では，全例モード値が 2.2C であり，分散巾は 5.0-8 .4 C と広く， 4.0C 

以上の核の出現率は18.6-44.0%であった。すなわち乳頭腺癌や濃胞腺癌とは明らかに異なった核

DNA量分布パターンを示した。

(6) 甲状腺髄様癌では， 29例中モード値が 2.0C にあるものが13例， 1. 8C が13例， 2.2C にあるの

が 2 例であった。残りの一例は多内分泌腺腫虜症 2B型(以下MEN2B) の症例で， 2.0C と 3.8C

にモードを有する 2 峰性の分布パターンを示した。

(7) 散発性髄様癌の中の一例は，未分化癌に匹敵するような広い分散巾と，高い ploidy の細胞がみら

れ，この症例は高度の肝転移により術後 1 年 4 カ月で死亡した。

〔総括〕

甲状腺癌の腫蕩細胞核DNA量についての顕微分光測光法による研究報告は，今までにいくつかあ

るが，その成績は必ずしも一致していなかった。また，甲状腺髄様癌についての成績は， Lindsay に

よる 2 症例についての報告が見られるのみである。

過去の報告の成績がまちまちであったことの主な理由は，研究方法，とくに試料の作製法および測

定法の欠点であると考えられた。

われわれの教室で開発されたパラフィン切片からの細胞分離法と，最新の測定装置の利用によって，

本研究で得られた成績は甲状腺癌細胞の核DNA量の分布について，今までよりはるかに正確な知見

をもたらしたといえる。

すなわち，乳頭腺癌，減胞腺癌では，二倍体の stem line を有し，核DNA量の分布も正常細胞で

も細胞回転上期待できる 4.0C 以内の細胞が多く， したがって核DNA量の面からは，正常からの偏

侍の少ない癌であるといえる。

これに対して，未分化癌では1核DNA量の分布の巾が広く，単に DNA合成が盛んであるというこ

とだけでは説明できない。すなわち，二倍体だけでなく，異数体，多倍体の癌細胞が出現し，しかも，

それらが各々増殖していると思われる成績が得られた。

甲状腺髄様癌の核DNA量分布についての多数例の報告は本研究がはじめてである。家族性，散発

性のいずれにおいても，多くの症例は diploid ，あるいは near diploid にモード値を有し，分化癌に

似た核DNA量分布を示した。しかし，肝転移のため術後 1 年 4 カ月で死亡した散発性のー症例では

未分化癌に類似した核DNA量分布パターンを示した。

また， MEN2B 型の症例は，特異な 2 峰性のパターンを示した。この 21峰性の分布がMEN2B 型の

髄様癌に共通のものか否かについては，さらに今後の検討を要する。

論文の審査結果の要旨

甲状腺癌細胞核DNA量について今までいくつか報告があるが，いずれも不十分なものであり，そ

の成績も一致していない。本研究では，新しい手法と測定法を用いて正確なデータを得ることができ

た。また多数例の髄様癌の核DNA について検討し，患者の予後と相関する興味ある結果を得，価値

ある研究と考えられる。
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